
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

秋田大学医学部附属病院 令和 4年 10月 11 日発行 

 

― ８月より緩和チームメンバーに新しく２名加わりました。どうぞよろしくお願いします！ ― 

精神科 加藤 信之 先生 

患者さんの精神的な苦痛に寄り添い、サポートできたらと

思っております。よろしくお願いします。 

 

８月より緩和ケアセンターの一員となりました薬剤師の田代です。緩和

ケアチーム活動の中で得られた患者さん情報を基に、薬剤師の視点から 

お薬は効いているか、有害な反応は出ていないかなどの評価や治療支援を

行い、薬物療法の最適化に取り組みたいと思います。 

薬剤部 田代 尚之 先生 

 

 

 

 

令和 4 年度診療報酬改定において、「適切な意思決定支援に関する指針を定めること」が

求められ、患者本人の価値観・希望などの意思確認ができる場合と意思確認ができない場合

に分け、当院の意思決定支援の進め方を「秋田大学医学部附属病院における意思決定支援に

関する指針」と明文化しました。 

 

医療者は、患者・家族に情報提供や説明をしますが、大切なこととして、患者・家族の権利

を尊重したうえで、医療や今後の過ごし方を選択できることを十分に理解できるよう説明し、

その後も患者・家族の選択や何度も揺れる意思決定にも寄り添い支援していくことを記載し

ています。近日中に公開しますのでご一読ください。 

 

 

「秋田大学医学部附属病院における意思決定支援に関する指針」 

ができました！！ 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  日 時   11 月 20日（日） 9：00～17：30 

 開催方法  Web開催 （Zoomを使用） 

   対 象   ｢がん等の診療に携わる全ての医師・歯科医師｣、また｢これらの医師・ 歯科医師と協働し緩和ケアに従事する

その他の医療従事者｣で、｢がん等の診療に携わる医師等に対する緩和ケア研修会e-learning｣修了者 

 申込方法  所属部署で参加申込者を取りまとめの上、下記担当まで、｢がん等の診療に携わる医師等に対する緩和

ケア研修会e-learning修了証書｣及び｢申込用紙｣を送付ください。 

定 員   15名  ※参加の可否は、後日通知いたします。 

締 切   10月 14日(金)                     

問い合わせ先 医事課医療サービス室(内線：6039) 

2022 年度 Akita 地域緩和ケア勉強会 WEB 

第3 回「今更聞けないオピオイドの使い分け」 
講師：秋田大学医学部附属病院 緩和ケアセンター 杉本 侑孝 

 

  

日頃より、緩和ケアセンターの活動に 

ご協力いただきありがとうございます。 

今後ともよろしくお願いいたします！ 

 

受講対象診療科で未受講の医師は早急に受講をご検討ください。 

なお、他施設では、院外からの申し込みを受け付けておりませんので当院での受講をお願いします。 

近日、別途通知と申込用紙を配布しますので、詳細をご確認ください。 

日時：12月20日（火）午後7時～午後8時頃 

場所：Web会議システム（ZOOM）を使用してオンラインで行います。 

申し込み方法：決まり次第、案内にてお知らせします。 

問い合わせ先：当院緩和ケアセンター 安藤秀明   Mail：andoh@gipc.akita-u.ac.jp 

 

当院主催 

 

緩和ケアに関する院内外の研修会をご紹介します！ 

詳細は各問い合わせ先まで！ 

当院主催 

 

 

第 46 回 日本死の臨床研究会年次大会 

「いのちをつなぐ - そのときをどう生きる？どう支える？ - 」 

日時：令和 4 年 11 月 26 日(土)、27 日(日) 

会場：三重県総合文化センター 

問い合わせ先：大会運営事務局 Tel：06-6131-6605 

※同時に、受講状況調査も配布しております。添付の名簿に医師の出入りと受講状況を記載し返送お願いします。 

院外主催 

現在様々なオピオイド製剤が使用されており、新しい製剤も出てきております。それぞれとてもいい製剤ですが、 

各々の特徴をつかむことでさらに皆様の診療にお役立て頂けると思います。基本的なことになりどこかで聞いたことが多いかも 

しれませんが、今更聞けない各オピオイド製剤の特徴と演者が使い分けているポイントをお話します。 


